泉鏡花「年譜」補訂(三) by 吉田 昌志
泉
鏡
花
「
年
譜
」
補
訂
吉
田
昌
志
本
稿
は
、
先
年
刊
行
し
た
岩
波
書
店
版
『
新
編
泉
鏡
花
集
』
別
巻
二
（
平
成
十
八
年
一
月
二
十
日
）
収
録
の
泉
鏡
花
「
年
譜
」
の
補
訂
で
、
本
誌
七
九
五
号
（
平
成
十
九
年
一
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
一
」、
七
九
七
号
（
平
成
十
九
年
三
月
一
日
）
掲
載
の
「
補
訂
二
」
に
続
く
も
の
で
あ
る
。
内
容
は
、［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］、［
本
文
の
訂
正
追
加
］、［
新
た
な
項
目
］、
の
三
部
に
分
か
ち
、
書
式
を
次
の
通
り
と
す
る
。
一
、
表
記
は
、
原
則
と
し
て
右
「
年
譜
」
に
準
じ
た
。
一
、「
年
譜
」
本
文
の
後
に
、
 典
拠

と
し
て
、
文
献
の
原
文
、
未
公
刊
資
料
の
翻
字
等
を
示
し
、
典
拠
が
複
数
の
場
合
は
番
号
を
付
し
て
併
記
し
た
。

注
記

の
項
に
は
、
内
容
の
解
説
、
考
証
等
を
記
し
た
。
一
、
引
用
文
の
仮
名
づ
か
い
は
、
原
文
の
ま
ま
と
し
、
字
体
は
概
ね
現
行
の
印
刷
文
字
に
改
め
、
総
ル
ビ
の
場
合
は
、
読
解
に
必
要
な
ル
ビ
を
残
し
た
。
一
、
引
用
文
の
中
略
部
分
は
、
総
て
「
（
…
）」
で
示
し
、
前
略
、
後
略
は
い
ち
い
ち
断
わ
ら
な
か
っ
た
。
引
用
文
の
誤
記
誤
植
は
［
］
内
に
補
正
し
た
。
一
、
典
拠
文
献
が
複
数
項
目
に
重
出
す
る
場
合
も
、
そ
の
つ
ど
項
目
ご
と
に
示
し
て
、
書
誌
的
事
項
の
記
載
を
省
か
な
か
っ
た
。
一
、
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
で
は
、
訂
正
部
分
、
新
た
な
追
加
部
分
に
傍
線
を
付
し
て
区
別
し
た
。
一
、
文
中
の
敬
称
は
、
原
則
と
し
て
省
略
し
た
。
一
、
必
要
に
応
じ
て
、「
＊
」
の
あ
と
に
注
記
事
項
を
補
っ
た
。
［
誤
記
誤
植
の
訂
正
］
＊
↓の
下
が
正
し
い
。
「
年
譜
」
●
58頁
上
段
2行
目
太
田
南
岳
↓
大
田
南
岳
「
補
訂
」
一

●
53頁
上
段
1行
目
平
成
十
七
年
↓
平
成
十
八
年
●
61頁
上
段
8行
目
昭
和
十
三
年
↓
大
正
十
三
年
●
61頁
上
段
18行
目
上
月
梓
↓
上 （マ
マ
）月
梓
「
補
訂
」
二

●
10頁
上
段
1行
目
平
成
十
七
年
↓
平
成
十
八
年
●
11頁
下
段
6行
目
第
一
〇
八
回
か
↓
第
一
〇
八
回
か
ら
●
21頁
上
段
21行
目
典
拠
1
↓
典
拠
2
●
21頁
上
段
21行
目
典
拠
2
↓
典
拠
3
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三

学
苑
日
本
文
学
紀
要
第
八
一
九
号
五
七
～
六
八
（
二
〇
〇
九
一
）
［
本
文
の
訂
正
追
加
］
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
壬
寅
三
十
歳
九
月
十
日
、
朝
、
名
古
屋
の
和
達
瑾
よ
り
、
出
産
（
次
男
清
夫
、
八
日
出
生
）
の
報
が
届
い
た
。
午
後
、
返
事
の
絵
葉
書
の
絵
の
染
筆
を
鏑
木
清
方
に
頼
む
た
め
、
木
挽
町
（
一
丁
目
十
五
番
地
）
の
清
方
宅
を
訪
ね
、
犬
張
子
の
絵
を
描
い
て
も
ら
っ
た
。

典
拠
1
「
絵
は
か
き
」 （
「
文
籔
」
寅
之
九
号
、
明
治
三
十
五
年
十
月
十
日
。
署
名
は
「
鏡
生
」
。
↓春
陽
堂
版
『
鏡
花
全
集
』
巻
十
五
、
昭
和
二
年
七
月
二
日
。）
＊
引
用
は
初
出
。
九
月
十
日
、
名
古
屋
の
金
色
こ
ん
じ
き
夫
人
ふ
じ
ん
 K
,
W
.
夫
人
金
色
夜
叉
を
愛
誦
し
て
、
殆
と
癖
を
成
す
、
故
人
此
名
を
呼
ぶ
よ
り
安
産
の
吉
報
あ
り
。
こ
の
音
づ
れ
朝
疾
く
来
て
下
婢
わ
が
寝
床
に
齎
す
。
急
ぎ
二
階
の
雨
戸
を
放
た
す
れ
ば
、
し
の
ゝ
め
の
露
滋
き
一 ひ
と叢 む
ら竹 た
けの
梢
に

か
らみ
て
、
枕
も
と
な
る
小
き
欄
に
及
ば
ん
ば
か
り
、
瑠
璃
、
紺
、
浅
黄
、
薄
紅
の
花
色
々
に
い
み
じ
う
咲
い
た
り
。
こ
れ
今
年
庭
の
朝
顔
を
看
る
は
じ
め
也
。
さ
て
返
し
に
は
絵
端
書
を
と
、
午
後
木
挽
町
の
清
方
子
を
訪
ひ
、
今
朝
の
風
情
を
そ
の
ま
ゝ
に
写
し
て
ん
と
思
ひ
し
が
、
朝
顔
の
盛
久
し
き
も
、
露
の
命
な
ん
ど
ゝ
云
へ
ば
、
祝
儀
に
は
忌
む
べ
き
也
。
や
さ
し
き
は
撫
子
の
花
こ
そ
と
品
定
す
る
傍
よ
り
、
子
の
母
刀
自
の
言
ふ
、
あ
の
花
は
芝
居
の
幽
霊
の
裾
模
様
に
附
け
る
の
で
す
よ
。
あ
ゝ
、
さ
ら
ば
様
に
依
る
と
も
吉
例
犬
張
子
乎
と
、
請
う
て
其
形
を
画
き
、
産
屋
う
ぶ
や
の
色
ど
り
に
と
、
め
で
た
う
祝
ひ
参
ら
せ
け
り
。

典
拠
2
大
塚
雄
三
編
「
鏑
木
清
方
年
譜
」
（
山
田
肇
監
修
『
鏑
木
清
方
画
集
資
料
編
』
ビ
ジ
ョ
ン
企
画
出
版
社
、
平
成
十
年
八
月
三
十
日
）
明
治
三
四
年
（
…
）
四
月
八
日
、
木
挽
町
一
丁
目
一
五
番
地
に
転
居
。
 注
記

「
年
譜
」
で
は
、
「
絵
は
か
き
」
前
半
の
み
に
従
っ
た
が
、
「
さ
て
返
し
に
は
」
以
下
を
読
み
落
と
し
て
い
た
た
め
、
同
日
の
清
方
宅
訪
問
を
補
っ
た
。
こ
の
時
、
和
達
瑾
が
産
ん
だ
次
男
清
夫
は
、
の
ち
彼
の
父
陽
太
郎
の
転
勤
に
よ
り
、
大
阪
府
立
天
王
寺
中
学
校
か
ら
東
京
開
成
中
学
校
に
編
入
、
第
一
高
等
学
校
を
経
て
、
東
京
帝
国
大
学
理
学
部
物
理
学
科
卒
、
中
央
気
象
台
長
、
埼
玉
大
学
学
長
、
日
本
学
士
院
長
等
の
要
職
を
務
め
た
が
、
平
成
七
年
一
月
五
日
に
逝
去
、
享
年
九
十
四
。
鏡
花
の
追
想
文
「
鏡
花
さ
ん
の
こ
と
」、
明
治
三
十
五
年
一
月
の
名
古
屋
行
き
に
触
れ
た
「
金
色
夜
叉
の
こ
ろ
」
の
二
を
収
め
る
『
青
い
太
陽
』
（
東
京
書
籍
、
昭
和
四
十
六
年
三
月
三
十
日
）
の
著
が
あ
る
。
同
書
に
収
め
る
「
稀
姓
凡
名
」
に
は
「
私
が
生
ま
れ
た
日
は
九
月
八
日
で
、
ち
ょ
う
ど
台
風
が
来
て
暴
風
で
あ
っ
た
」、「
父
の
任
地
が
当
時
名
古
屋
で
あ
っ
た
が
、
私
が
生
ま
れ
た
と
き
織
田
信
長
に
あ
や
か
っ
て
、
清
州
の
大
丈
夫
か
ら
と
っ
て
清
夫
と
名
づ
け
た
の
だ
と
い
う
」
と
あ
り
、
各
種
人
名
録
に
も
「
明
治
三
十
五
年
九
月
八
日
生
」
と
あ
る
。
本
「
絵
は
か
き
」
の
掲
載
誌
「
文
籔
」
に
つ
い
て
は
、
続
稿
「
補
訂
四
」
の
明
治
三
十
六
年
二
月
二
十
五
日
の
項
を
参
照
。
紅
野
敏
郎
「
「
文
藪
（
マ
マ
）」
の
こ
と
若
干
」
（
「
新
潟
大
学
国
文
学
会
誌
」
三
十
号
、
昭
和
六
十
二
年
三
月
十
日
）
に
も
本
文
の
紹
介
が
あ
る
。
鏡
花
は
、
九
月
十
五
日
に
も
『
田
毎
か
ゞ
み
』
に
収
録
す
る
「
さ
ゝ
蟹
」
の
原
稿
を
携
え
て
清
方
宅
を
訪
れ
て
お
り
、
八
月
二
十
八
日
、
清
方
が
子
桜
山
滞
在
中
の
鏡
花
を
訪
ね
て
以
来
、
こ
の
時
期
両
者
の
親
交
の
い
っ
そ
う
深
ま
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
癸
卯
三
十
一
歳
四
月
四
日
、
午
後
、
後
藤
宙
外
と
と
も
に
芝
新
堀
町
二
十
五
番
地
樺
島
方
に
留
中
の
紅
葉
を
訪
れ
た
。

典
拠
1
後
藤
宙
外
君
談
「
紅
葉
山
人
追
憶
録
第
四
」
（
「
新
小
説
」
八
年
十
三
巻
、
明
治
三
十
六
年
十
二
月
一
日
）
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そ
れ
か
ら
近
頃
の
こ
と
に
付
て
御
話
致
し
ま
す
と
、
丁
度
大
学
病
院
か
ら
出
な
す
つ
て
芝
の
樺
島
さ
ん
と
か
の
別
荘
に
暫
時
居
ら
れ
た
時
に
泉
君
と
一
緒
に
訪
ね
ま
し
た
、
其
時
は
大
変
工
合
の
悪
い
時
だ
と
仰
有
い
ま
し
た
が
、
で
も
快
活
に
例
の
雄
弁
滔
々
で
以
て
話
さ
れ
た
、
（
…
）
丁
度
「
化
及
吾 マ
マ
」
と
い
ふ
印
が
彫
れ
て
来
た
ば
か
り
の
所
で
し
た
、
其
時
に
は
既
に
死
を
覚
悟
さ
れ
て
居
つ
た
も
の
と
思
は
れ
ま
す
、
泉
君
が
「
化
及
吾 マ
マ」
と
云
ふ
の
は
ど
う
云
ふ
意
味
で
せ
う
と
問
は
れ
た
、
「
こ
り
や
ア
荘
子
の
中
か
ら
選
ん
だ
の
だ
よ
、
詰
り
死
ぬ
る
お
鉢
が
己
の
所
へ
廻
つ
て
来
た
と
云
ふ
意
味
さ
」
と
云
ふ
の
で
し
た
。
 典
拠
2
尾
崎
紅
葉
「
十
千
万
堂
日
録
」
の
明
治
三
十
六
年
四
月
の
項
（
岩
波
書
店
版
『
紅
葉
全
集
』
十
一
巻
、
平
成
七
年
一
月
二
十
六
日
）
四
日
晴
。
九
時
起
。
十
時
疇
村
来
り
「
化
及
我
」
の
石
印
刻
成
る
。
（
…
）
午
後
三
時
秋
濤
と
写
真
（
ノ
オ
ト
ル
ダ
ア
ム
口
絵
用
）
合
撮
の
為
丸
木
に
会
す
る
約
有
り
。
既
に
出
で
ん
と
す
る
に
際
し
宙
外
氏
鏡
花
生
と
共
に
来
訪
。

典
拠
3
尾
崎
紅
葉
の
角
田
竹
冷
宛
書
簡
（
明
治
三
十
六
年
三
月
十
八
日
付
。
岩
波
書
店
版
『
紅
葉
全
集
』
十
二
巻
、
平
成
七
年
九
月
二
十
七
日
）
本
日
芝
新
堀
町
廿
五
樺
島
方
に
引
移
り
申
候
退
隠
静
養
の
心
底
に
候
間
他
へ
は
御
洩
し
被
下
間
敷
願
上
候
（
…
）
三
月
十
八
日
 典
拠
4
尾
崎
紅
葉
の
佐
佐
木
信
綱
宛
書
簡
（
明
治
三
十
六
年
四
月
十
日
付
。
同
上
）
拝
呈
陳
者
毎
々
御
存
問
に
預
り
御
芳
情
感
荷
仕
候
（
…
）
一
昨
日
よ
り
牛
込
に
参
居
り
明
日
午
後
に
又
芝
へ
参
ら
ん
か
と
存
候
（
…
）
四
月
十
日
尾
崎
徳
 注
記

「
年
譜
」
で
、
訪
問
先
を
「
紅
葉
宅
」
と
し
た
の
を
、
傍
線
部
の
よ
う
に
訂
正
す
る
。「
十
千
万
堂
日
録
」
の
記
載
に
よ
り
、
単
純
に
横
寺
町
を
訪
ね
た
と
解
釈
し
た
の
だ
が
、
後
藤
宙
外
の
追
悼
談
話
に
よ
っ
て
、
大
学
病
院
退
院
後
、
喜
久
夫
人
の
実
家
樺
島
家
（
の
別
荘
カ
）
に
留
し
て
い
た
こ
と
に
気
づ
い
た
か
ら
で
あ
る
。
留
の
時
期
は
、
典
拠
3の
竹
冷
宛
書
簡
を
発
し
た
三
月
十
八
日
以
降
で
、
退
院
後
の
見
舞
客
を
避
け
る
た
め
で
あ
ろ
う
が
、
信
綱
宛
に
も
あ
る
よ
う
に
、
毎
日
芝
へ
帰
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
く
、
用
向
き
に
よ
っ
て
横
寺
町
に
も
帰
っ
て
い
た
こ
と
が
判
る
。
明
治
三
十
六
年
（
一
九
〇
三
）
癸
卯
三
十
一
歳
十
一
月
二
日
、
尾
崎
紅
葉
の
葬
儀
（
午
前
八
時
出
棺
、
於
青
山
斎
場
）
で
、
斎
場
ま
で
の
行
列
に
際
し
、
導
師
（
赤
坂
円
通
寺
住
職
）、香
爐
（
小
栗
風
葉
）
に
続
き
、
故
人
の
位
牌
を
持
っ
た
。
十
時
前
か
ら
始
ま
っ
た
式
で
は
、
硯
友
社
代
表
石
橋
思
案
に
続
い
て
、
門
生
を
代
表
し
弔
詞
を
述
べ
た
ほ
か
、
葬
儀
の
係
分
担
で
は
、
巌
谷
小
波
、
石
橋
思
案
、
徳
田
秋
聲
、
柳
川
春
葉
、
小
栗
風
葉
、
山
岸
荷
葉
ら
と
と
も
に
通
信
係
を
務
め
た
。
弔
詞
は
、
三
日
付
の
「
二
六
新
報
」
の
ほ
か
、
二
十
五
日
発
行
の
「
卯
杖
」（
第
十
一
号
）
と
翌
月
の
「
文
芸
楽
部
」
に
載
っ
た
。
 典
拠
1
「
故
紅
葉
山
人
の
事
」
（「
二
六
新
報
」
明
治
三
十
六
年
十
一
月
二
日
付
三
面
）
▲
葬
儀
予
記
の
如
く
本
日
午
前
八
時
自
宅
出
棺
に
て
道
順
は
通
寺
町
に
出
で
右
に
神
楽
坂
を
下
り
右
に
濠
端
外
に
添
ひ
市
ケ
谷
見
附
よ
り
四
谷
見
附
を
経
て
紀
ノ
国
坂
を
下
り
離
宮
外
垣
に
添
ひ
赤
坂
表
町
通
を
経
て
青
山
御
所
前
を
通
過
し
墓
地
に
入
り
斎
場
に
着
、
其
行
列
左
の
如
し
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 典
拠
2
「
故
尾
崎
紅
葉
氏
の
葬
儀
」
（「
二
六
新
報
」
明
治
三
十
六
年
十
一
月
三
日
付
三
面
）
斎
場
に
於
け
る
遺
族
門
弟
上
列
鏡
花
、
風
葉
、
秋
聲
、
春
葉
等
下
列
尾
崎
未
亡
人
、
長
男
夏
彦
、
長
女
ふ
じ
江
、
次
女
や
よ
ひ
、
三
女
三
千
代
▲
式
場
の
模
様
柩
は
式
場
の
正
面
に
据
ゑ
ら
れ
右
方
に
は
喪
主
親
戚
、
左
方
に
は
会
葬
者
一
同
居
並
び
十
時
間
近
く
式
は
始
め
ら
れ
ぬ
、
導
師
（
日
蓮
宗
赤
坂
円
通
寺
住
職
）
は
柩
に
面
し
左
右
に
は
十
人
の
僧
侶
列
し
て
続
［
読
］
経
あ
り
終
り
て
硯
友
社
を
代
表
し
て
石
橋
思
案
氏
弔
詞
を
朗
読
し
次
で
門
下
生
（
代
表
者
泉
鏡
花
）
秋
聲
会
（
代
表
者
角
田
竹
冷
）
、
木
曜
会
（
代
表
者
生
田
葵
山
）
の
弔
詞
朗
読
あ
り
、
聞
く
者
皆
袖
を
濡
ら
し
け
る
＊
以
下
「
硯
友
社
及
び
門
生
の
弔
詞
」
の
引
用
を
省
略
。
 注
記

尾
崎
紅
葉
の
葬
儀
に
関
し
て
は
、
諸
紙
誌
に
数
多
く
の
報
道
が
あ
る
が
、
紅
葉
が
「
読
売
新
聞
」
を
退
社
後
、
三
十
五
年
十
月
に
入
社
し
た
「
二
六
新
報
」
の
そ
れ
が
最
も
詳
し
い
た
め
、
葬
列
の
次
第
等
、
葬
儀
の
模
様
を
補
っ
た
。
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
戊
申
三
十
六
歳
十
二
月
二
日
、
第
三
回
鏡
花
会
が
上
野
不
忍
池
畔
弁
天
堂
で
開
か
れ
た
（
幹
事
は
木
下
利
玄
、
西
本
道
丹
、
熊
田
茂
八
、
会
費
七
十
五
銭
）
。
木
下
利
玄
は
、
田
島
金
次
郎
か
ら
、
鏡
花
は
じ
め
、
来
会
の
喜
多
村
緑
郎
、
斎
藤
信
策
（
野
の
人
）
、
西
本
、
柴
田
つ
る
等
を
紹
介
さ
れ
た
。
こ
の
会
へ
は
鈴
木
鼓
村
も
飛
入
り
で
参
加
、
木
下
は
鏡
花
か
ら
子
の
家
へ
遊
び
に
く
る
よ
う
誘
わ
れ
た
。

典
拠

紅
野
敏
郎
「
木
下
利
玄
論
（
下
）
―
新
資
料
に
よ
る
「
白
樺
」
前
史
―
」
（
「
文
学
」
四
十
九
巻
一
号
、
昭
和
五
十
六
年
一
月
十
日
）
二
回
つ
づ
け
ら
れ
て
い
る
「
鏡
花
会
の
記
」
は
、
い
ま
ま
で
も
し
ば
し
ば
言
及
し
た
利
玄
や
志
賀
た
ち
の
、
こ
の
時
点
に
お
け
る
泉
鏡
花
へ
の
関
心
の
深
さ
を
如
実
に
語
っ
た
一
文
で
あ
る
。「
不
忍
弁
天
堂
の
玄
関
で
鏡
花
会
に
来
る
人
を
待
つ
」
と
い
う
言
葉
よ
り
は
じ
ま
る
。
「
冷
い
風
が
池
の
枯
蓮
の
上
に
ヒ
ュ
ー

と
吹
い
て
居
る
」
と
い
う
季
節
で
あ
る
。
こ
こ
で
意
外
な
こ
と
に
利
玄
は
「
鈴
木
鼓
村
」
に
っ
て
い
る
。
「
鏡
花
会
へ
と
び
入
り
は
い
け
ま
せ
ん
か
鏡
花
君
の
知
人
で
す
」
と
言
っ
て
鼓
村
が
入
っ
て
く
る
。
（
…
）
「
田
嶋
さ
ん
と
云
ふ
人
が
喜
多
村
と
斎
藤
信
策
氏
と
鏡
花
と
に
名
を
忘
れ
た
趣
味
の
記
者
と
西
本
と
云
ふ
法
科
生
と
柴
田
女
史
と
に
僕
を
紹
介
し
た
」
（
…
）
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二
回
目
で
は
、
上
座
に
つ
い
た
「
鏡
花
竹
風
臨
風
斎
藤
信
策
」、「
竹
風
と
鏡
花
」
が
し
き
り
に
席
を
ゆ
ず
り
あ
っ
て
い
る
風
景
も
描
か
れ
て
い
る
し
、
鏡
花
は
紅
葉
山
人
か
ら
も
ら
っ
た
定
紋
の
つ
い
た
羽
織
を
着
て
い
て
、
「
足
袋
が
白
い
」
と
書
き
こ
ん
で
も
い
る
。
鏡
花
が
お
酌
に
利
玄
の
と
こ
ろ
ま
で
来
る
が
、
利
玄
が
ま
ご
つ
き
、
「
こ
ん
な
事
に
は
自
分
は
ち
つ
と
も
馴
れ
て
な
い
ん
で
よ
く
困
る
」
と
そ
の
場
の
情
景
を
い
き
い
き
と
描
き
出
し
て
い
る
。
子
の
家
に
ま
で
土
曜
か
ら
で
も
遊
び
に
お
出
か
け
下
さ
い
、
と
ま
で
鏡
花
は
利
玄
に
語
っ
て
い
る
。
 注
記

紅
野
文
は
、
木
下
利
玄
の
遺
族
（
息
利
福
の
夫
人
）
が
所
蔵
す
る
、「
白
樺
」
の
前
史
「
望
野
」
時
代
に
回
覧
雑
誌
か
ら
利
玄
の
も
と
に
戻
さ
れ
た
創
作
の
綴
（
三
種
）
の
内
容
紹
介
で
あ
る
。
「
鏡
花
会
の
記
」
は
、
そ
の
う
ち
の
第
一
の
綴
（
「
宿
」
と
題
す
る
）
に
綴
込
ま
れ
て
い
る
も
の
。
こ
の
紹
介
に
よ
れ
ば
、
鏡
花
会
の
実
質
的
な
幹
事
は
田
島
金
次
郎
（
筆
名
神
田
謹
三
）
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
幹
事
に
名
を
列
ね
た
利
玄
は
こ
の
時
鏡
花
に
初
め
て
会
っ
た
こ
と
に
な
る
。
「
柴
田
女
史
」
は
、
本
名
つ
る
、
芸
名
小
石
と
い
う
新
橋
の
芸
者
で
、
翌
四
十
二
年
一
月
十
日
付
「
読
売
新
聞
」
に
「
鏡
花
狂
の
芸
妓
」
と
し
て
報
じ
ら
れ
た
女
性
。
当
年
の
利
玄
は
、
東
京
帝
国
大
学
文
科
大
学
国
文
科
三
年
在
学
中
の
二
十
三
歳
。
三
月
下
旬
か
ら
四
月
に
か
け
て
、
里
見
弴
、
志
賀
直
哉
と
と
も
に
関
西
方
面
に
旅
行
し
た
年
で
あ
っ
た
。
利
玄
筆
「
鏡
花
会
の
記
」
は
、
会
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な
資
料
で
あ
り
、
部
分
的
な
紹
介
で
は
な
く
、
全
文
の
翻
刻
が
望
ま
れ
る
。
大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）
癸
亥
五
十
一
歳
八
月
十
九
日
夜
の
怪
談
会
（
於
井
の
頭
公
園
内
翠
紅
亭
、
開
会
十
時
）
の
幹
事
を
つ
と
め
た
。
こ
の
会
は
、
鏡
花
の
ほ
か
、
喜
多
村
緑
郎
、
長
谷
川
芋
作
、
花
柳
章
太
郎
、
平
山
蘆
江
、
三
宅
孤
軒
ら
の
発
起
に
よ
り
、
会
費
四
円
、
牛
込
富
久
町
の
蘆
江
宅
を
参
加
の
受
付
と
し
、
当
日
は
久
保
田
万
太
郎
も
参
会
し
た
。

典
拠
1
「
俳
優
や
文
士
で
／
怪
談
ば
な
し
／
夜
明
し
で
井
の
頭
／
翠
紅
亭
で
催
す
」
（
「
読
売
新
聞
」
大
正
十
二
年
八
月
十
四
日
付
五
面
）
喜
多
村
緑
郎
と
花
柳
章
太
郎
に
泉
鏡
花
、
長
谷
川
芋
作
、
三
宅
孤
軒
等
の
諸
氏
が
発
起
と
な
り
十
九
日
夜
十
時
か
ら
更
け
て
淋
し
い
井
の
頭
の
翠
紅
亭
で
夜
あ
か
し
の
怪
談
会
を
催
す
事
と
な
り
、
目
下
喜
多
村
と
平
山
蘆
江
氏
が
種
々
準
備
中
で
当
日
は
伯
龍
の
◇
怪
談
を
皮
切
り
に
せ
い

゛
身
の
毛
の
よ
だ
つ
趣
向
を
見
せ
る
筈
と
の
こ
と
、
何
人
も
入
会
随
意
、
会
費
は
四
円
で
牛
込
富
久
町
一
一
三
の
平
山
氏
方
で
受
付
け
、
当
夜
は
帝
劇
出
勤
俳
優
全
部
及
新
橋
、
柳
橋
、
芳
町
、
浅
草
等
各
町
の
芸
妓
連
も
恐
い
も
の
見
度
さ
で
繰
出
す
由
で
あ
る

典
拠
2
喜
多
村
久
寿
子
編
『
喜
多
村
緑
郎
日
記
』 （
演
劇
出
版
社
、
昭
和
三
十
七
年
五
月
十
六
日
）
大
正
十
二
年
八
月
廿
日
井
の
頭
の
朝
池
水
苔
む
す
老
樹
に
な
く
ま
じ
き


典
拠
3
久
保
田
万
太
郎
「
怪
談
」
（
「
新
演
芸
」
九
巻
八
号
、
大
正
十
三
年
八
月
一
日
、
に
「
日
記
よ
り
」
の
一
節
と
し
て
掲
載
。
の
ち
『
雨
後
』
大
岡
山
書
店
、
昭
和
四
年
十
一
月
五
日
、
に
収
録
）
＊
引
用
は
『
雨
後
』
に
よ
る
。
喜
多
村
は
、
こ
れ
ま
で
、
毎
年
、
夏
に
な
つ
て
『
怪
談
会
』
と
い
ふ
も
の
ゝ
あ
る
た
び
に
必
ず
わ
た
し
を
さ
そ
つ
た
の
で
あ
る
。
さ
そ
つ
た
と
い
ふ
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
は
じ
め
か
ら
怪
談
好
き
の
一
人
に
わ
た
し
を
か
ぞ
へ
て
、
「
行
く
と
き
は
君
、
此
方
か
ら
み
ん
な
一
し
よ
に
行
か
う
ぢ
や
ア
な
い
か
。
」
と
い
つ
た
工
合
に
、
有
無
な
く
つ
ね
に
、
あ
る
と
き
は
向
島
の
喜
多
の
家
の
茶
寮
へ
、
あ
る
と
き
は
日
本
橋
の
何
と
か
い
ふ
う
ち
へ
、
あ
る
と
き
は
井
の
頭
の
翠
紅
亭
へ
と
わ
た
し
を
引
つ
張
り
出
し
来
つ
た
の
で
あ
る
。
 注
記

「
年
譜
」
で
は
、
「
都
新
聞
」
大
正
十
二
年
八
月
二
十
五
日
付
（
五
面
）
掲
載
の
「
文
壇
カ
メ
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ラ
行
脚
22」
（
鏡
花
の
写
真
も
掲
載
）
に
よ
っ
て
、
日
付
を
「
二
十
三
日
カ
」
と
推
定
し
た
の
だ
が
、
「
読
売
新
聞
」
十
四
日
付
の
記
事
に
よ
り
、
日
付
、
会
場
、
内
容
を
確
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
喜
多
村
緑
郎
日
記
、
久
保
田
万
太
郎
の
文
は
、
こ
れ
を
補
う
も
の
で
あ
る
。
こ
の
時
の
怪
談
会
を
素
材
と
す
る
小
説
「
露
萩
」
（「
女
性
」
六
巻
四
号
、
大
正
十
三
年
十
月
一
日
）
に
は
、
会
場
の
「
翠
紅
亭
」
が
「
旅
館
兼
料
理
屋
の
、
此
の
郊
外
の
緑 みど
り軒
」
と
出
て
く
る
ほ
か
、
「
発
起
人
」
と
し
て
「
当
夜
の
人
気
だ
つ
た
一 あ
る
俳
優
や
く
し
や
」
も
登
場
す
る
が
、
喜
多
村
日
記
の
記
載
は
そ
っ
け
な
い
。
あ
る
い
は
「
一
俳
優
」
は
花
柳
章
太
郎
で
で
も
あ
ろ
う
か
。
喜
多
村
と
平
山
蘆
江
は
、
大
正
九
年
八
月
二
十
一
日
の
「
お
化
け
会
」
（
於
鶴
見
花
月
園
）
に
も
、
鏡
花
ら
と
と
も
に
世
話
人
に
名
を
列
ね
て
い
る
（
書
簡
番
号
一
四
六
同
年
八
月
付
〔
日
不
明
〕

生
田
葵
山
宛
書
簡
）。
長
谷
川
芋
作
は
、
「
山
野
芋
作
」
の
筆
名
を
持
ち
、
蘆
江
と
「
都
新
聞
」
で
同
僚
だ
っ
た
長
谷
川
伸
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
三
宅
孤
軒
の
事
歴
に
つ
い
て
は
、
戸
板
康
二
『
演
芸
画
報
人
物
誌
』
（
青
蛙
房
、
昭
和
四
十
五
年
一
月
二
十
五
日
）
の
「
素
劇
」
の
章
に
詳
し
い
。
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
甲
子
五
十
二
歳
十
月
四
日
、
大
阪
白
木
屋
の
文
芸
講
演
会
（
会
場
同
店
七
階
、
開
会
午
後
一
時
）
で
「
狂
言
の
こ
と
」
と
題
し
て
講
演
し
た
。
他
の
講
演
者
（
演
題
）
は
、
小
山
内
薫
（
芝
居
の
話
）、
久
保
田
万
太
郎
（
作
家
の
生
活
）、
水
上
瀧
太
郎
（
文
学
と
時
代
）。
こ
の
講
演
会
は
、
水
上
の
友
人
で
、
当
時
白
木
屋
大
阪
支
店
総
務
課
長
の
梶
原
可
吉
の
企
画
に
よ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
 典
拠

文
芸
講
演
会
広
告
（「
大
阪
朝
日
新
聞
」
大
正
十
三
年
十
月
四
日
付
夕
刊
三
面
）
（
マ
マ
）
四
日（
土
曜
）
後
一
時
開
会
文
芸
講
演
会
七
階
に
て
主
催
白
木
屋
文
芸
講
演
会
後
援
大
阪
朝
日
新
聞
社
文
学
と
時
代
…
…
…
…
水
上
瀧
太
郎
氏
狂
言
の
こ
と
…
…
…
…
泉
鏡
花
氏
講
師
演
題
（
次
第
不
同
）
作
家
の
生
活
…
…
…
…
久
保
田
万
太
郎
氏
芝
居
の
話
…
…
…
…
…
小
山
内
薫
氏
 注
記

「
年
譜
」
で
は
「
三
日
」
と
し
た
が
、
右
広
告
に
よ
り
「
四
日
」
と
訂
正
、
会
の
名
称
「
日
本
文
芸
講
演
会
」
を
「
文
芸
講
演
会
」
と
改
め
、
会
場
、
開
会
時
間
、
他
の
講
演
者
の
演
題
を
補
っ
た
。
「
大
阪
毎
日
新
聞
」
（
大
正
十
三
年
十
月
四
日
付
夕
刊
一
面
）
に
も
、
同
内
容
の
広
告
が
あ
る
。
［
新
た
な
項
目
］
明
治
二
十
九
年
（
一
八
九
六
）
丙
申
二
十
四
歳
九
月
十
日
発
行
の
「
文
芸
楽
部
」（
第
二
巻
第
十
一
編
）
の
巻
末
に
、「
畠
芋
之
助
」
の
「
妖
怪
夜
話
」
の
予
告
が
載
っ
た
が
、
次
号
以
降
に
は
掲
載
さ
れ
な
か
っ
た
。
 典
拠

「
予
告
」（「
文
芸
楽
部
」
第
二
巻
第
十
一
編
、
明
治
二
十
九
年
九
月
十
日
）
予
こ
の
欄
次
号
に
は
、
日
本
一
の
皮
肉
屋
先
生
の
皮
肉
問
答
と
、
化
物
の
本
家
本
元
畠
芋
之
助
先
生
の
、
妖
怪
夜
話
と
を
御
覧
に
入
る
べ
し
、
明
告
晩
も
お
早
く
、
ト
ヽ
ン
ト
ン

 注
記

「
畠
芋
之
助
」
は
、
初
期
「
文
芸
楽
部
」
で
鏡
花
の
用
い
た
別
号
。「
予
告
」
の
載
っ
た
九
月
号
は
、
鏡
花
作
「
四
之
巻
」
掲
載
。
翌
十
月
号
に
は
「
五
の
巻
」
が
載
っ
て
い
る
が
、
「
畠
芋
之
助
」
名
義
の
「
妖
怪
夜
話
」
は
載
っ
て
い
な
い
。
「
皮
肉
屋
先
生
」
の
「
皮
肉
問
答
」
も
掲
載
を
見
ず
、
予
告
は
二
と
も
実
現
し
な
か
っ
た
。
同
じ
「
畠
芋
之
助
」
名
義
の
「
妖
怪
年
―62―
代
記
」
は
、
前
年
二
十
八
年
三
、
四
、
五
、
六
月
号
の
四
回
連
載
で
あ
る
。
明
治
三
十
年
（
一
八
九
七
）
丁
酉
二
十
五
歳
八
月
二
十
六
日
夕
刻
、
後
藤
宙
外
を
訪
ね
た
が
、
宙
外
は
「
新
著
月
刊
」
の
編
輯
会
議
が
控
え
て
い
た
た
め
面
談
で
き
な
か
っ
た
。

典
拠

後
藤
宙
外
の
小
杉
天
外
宛
書
簡
（
明
治
三
十
年
八
月
二
十
七
日
付
。
日
本
近
代
文
学
館
編
『
文
学
者
の
手
紙
第
一
巻
明
治
の
文
人
た
ち
』
博
文
館
新
社
、
平
成
二
十
年
三
月
三
十
一
日
）
明
治
30年
8月
27日
（
同
日
消
印
）
小
石
川
区
原
町
二
十
七
番
地
小
杉
天
外
君
親
展
牛
込
神
楽
町
後
藤
宙
外
二
十
七
日
封
書
巻
紙
毛
筆
拝
啓
過
日
は
色
々
御
厚
情
に
あ
づ
か
り
奉
多
謝
候
（
…
）
昨
日
夕
方
泉
氏
参
ら
れ
候
へ
と
も
（
マ
マ
）
丁
度
編
輯
会
の
始
ま
る
頃
ゆ
ゑ
お
断
り
申
上
候
若
し
お
遇
ひ
の
節
ハ
よ
き
や
う
御
話
被
下
度
候
二
十
七
日
宙
外
天
外
詩
［
詞
］
兄
几
下
 注
記

「
新
著
月
刊
」
（
明
治
三
十
年
四
月
創
刊
、
三
十
一
年
五
月
終
刊
。
全
十
五
冊
）
は
、
東
華
堂
の
柴
田
資
郎
を
発
行
人
と
し
、
丁
酉
文
社
の
代
表
後
藤
寅
之
助
を
編
輯
人
と
す
る
。
三
十
年
の
干
支
に
ち
な
ん
で
名
づ
け
ら
れ
た
丁
酉
文
社
の
住
所
は
、
当
時
の
宙
外
の
自
宅
（
牛
込
区
神
楽
町
二
丁
目
十
四
番
地
）
で
あ
る
か
ら
、
文
中
の
「
編
輯
会
」
も
同
所
で
行
わ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
後
年
（
三
十
六
年
一
月
）、
同
じ
町
内
に
引
越
し
て
く
る
鏡
花
だ
が
、
こ
の
時
は
小
石
川
大
塚
町
在
住
、
小
石
川
原
町
の
小
杉
天
外
の
家
に
近
か
っ
た
の
で
、
天
外
と
親
交
が
あ
っ
た
。
鏡
花
は
「
新
著
月
刊
」
創
刊
号
に
「
化
鳥
」
を
発
表
以
後
、
本
誌
「
賛
成
員
」
に
名
を
列
ね
、
「
清
心
庵
」
（
一
巻
四
号
、
三
十
年
七
月
三
日
）、「
七
本
桜
」
（
同
九
号
、
同
十
一
月
五
日
）、「
慈
善
会
」
（
同
十
号
、
同
十
二
月
三
日
）、
「
蛇
く
ひ
」
（
二
巻
三
号
、
三
十
一
年
二
月
三
日
）
の
計
五
、
こ
の
雑
誌
の
中
心
を
な
す
力
作
を
寄
せ
て
進
境
著
し
か
っ
た
。
明
治
三
十
一
年
（
一
八
九
八
）
戊
戌
二
十
六
歳
二
月
十
五
日
、
横
寺
町
を
訪
れ
、
紅
葉
に
石
倉
翠
葉
の
近
況
を
伝
え
た
。

典
拠

尾
崎
紅
葉
の
石
倉
翠
葉
宛
書
簡
（
明
治
三
十
一
年
二
月
十
五
日
付
。
岩
波
書
店
版
『
紅
葉
全
集
』
十
二
巻
、
平
成
七
年
九
月
二
十
七
日
）
先
頃
は
御
書
面
と
ゝ
も
に
貴
稿
其
他
本
日
書
肆
よ
り
季
吟
伝
落
手
仕
候
折
柄
鏡
花
参
り
合
せ
候
へ
ば
御
様
子
等
及
承
知
候
（
…
）
草
々
不
尽
十
五
日
尾
崎
紅
葉
石
倉
様
 注
記

右
『
紅
葉
全
集
』
の
「
解
題
」
に
「
石
倉
翠
葉
（
重
継
）
は
宇
都
宮
の
新
聞
人
で
、
紅
葉
に
俳
句
の
指
導
を
仰
い
だ
」
と
あ
る
が
、
鏡
花
と
の
交
流
に
つ
い
て
は
未
詳
。
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
庚
子
二
十
八
歳
三
月
十
六
日
夜
の
角
田
つ
の
だ
竹
冷
宅
（
神
田
区
猿
楽
町
二
十
番
地
）
の
隣
家
の
失
火
に
際
し
、
火
事
見
舞
と
し
て
、
竹
冷
宛
に
、
斜
汀
、
谷
活
東
と
連
名
で
「
紅
梅
や
焼
け
の
こ
り
た
る
聴
雨
窓
」
の
句
を
送
っ
た
。

典
拠
1
角
田
竹
冷
「
火
事
見
舞
」
（
「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
三
年
四
月
十
二
日
付
三
面
）
＊
原
文
総
ル
ビ
。
い
ぬ
る
夜
近
火
の
折
、
俳
士
数
多
あ
ま
た
集
り
け
れ
ば
、
い
と
ど
興
深
し
と
て
運
座
な
ど
開
き
し
が
、
な
ほ
遅
れ
た
る
人
々
、
又
は
遠 を
ち方 か
たよ
り
見
舞
状
の
は
し
に
、
句
か
い
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つ
け
た
る
が
多
け
れ
ば
、
其
ま
ゝ
に
す
つ
る
も
惜
し
き
あ
ま
り
、
こ
ゝ
に
を
か
し
き
を
二
つ
三
つ
か
ゝ
げ
つ
。
紅
梅
や
焼
け
の
こ
り
た
る
聴
雨
窓
こ
は
鏡
花
、
斜
汀
、
活
東
の
三
子
が
連
名
な
り
、
作
者
何
れ
と
も
わ
か
ね
ば
、
か
り
に
読
人
知
ら
ず
と
な
す
。
 典
拠
2
「
火
事
場
の
運
座
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
三
十
三
年
三
月
十
八
日
付
四
面
）
去
る
十
六
日
夜
竹
冷
宗
匠
の
隣
家
よ
り
失
火
し
屋
内
へ
燃
え
移
り
た
る
も
辛
う
じ
て
消
止
め
た
る
由
に
て
続
々
駈
け
附
け
し
見
舞
人
の
山
の
如
き
中
に
俳
客
も
数
多
く
し
て
夜
ふ
け
た
る
後
煙
の
中
に
運
座
を
開
き
左
の
句
を
得
た
る
由
風
流
の
程
お
も
ひ
や
ら
る
梅
の
花
火
事
の
隣
に
咲
て
居
る
麦
人
春
の
水
隣
の
火
事
を
消
し
に
け
り
苔
花
北
窓
を
開
い
た
今
宵
近
火
哉
柴
兮
（
…
）
人
多
き
神
田
の
火
事
や
春
の
宵
洒
石
焼
た
筈
の
籬
に
咲
け
る
桜
哉
可
成
北
窓
を
開
け
は
火
事
は
隣
か
ら
活
東
（
…
）
焼
残
る
本
箱
背
負
し
よ
ツ
て
春
寒
し
竹
冷
 典
拠
3
秋
聲
会
「
会
告
」
（「
秋
の
聲
」
四
号
、
明
治
三
十
年
二
月
二
日
）
一
本
誌
は
此
万
巻
堂
に
て
発
行
せ
し
処
都
合
に
よ
り
本
号
よ
り
裳
華
房
を
発
行
所
と
定
め
た
り
尤
も
本
誌
発
売
は
万
巻
堂
に
て
も
取
扱
ふ
こ
と
従
前
の
如
し
一
投
吟
及
び
会
用
の
書
面
は
神
田
猿
楽
町
二
十
番
地
角
田
方
秋
聲
会
へ
宛
て
ら
れ
た
し
一
本
会
に
入
会
せ
ん
と
す
る
人
は
会
員
の
紹
介
を
以
て
申
込
ま
る
べ
し
 注
記

典
拠
2は
、
全
十
二
句
を
掲
げ
る
が
、
う
ち
七
句
の
み
を
抄
出
し
た
。
鏡
花
と
連
名
で
見
舞
句
を
送
っ
た
谷
活
東
は
、
火
事
後
の
運
座
に
も
出
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
角
田
竹
冷
（
安
政
三
年
五
月
二
日
生
、
大
正
八
年
三
月
二
十
日
没
、
享
年
六
十
四
）
は
本
名
真
平
、
弁
護
士
の
本
業
の
か
た
わ
ら
東
京
市
会
議
員
、
衆
議
院
議
員
、
神
田
区
会
議
員
な
ど
も
務
め
た
。
明
治
二
十
八
年
十
月
五
日
、
尾
崎
紅
葉
、
岡
野
知
十
、
巌
谷
小
波
、
大
野
洒
竹
ら
と
興
し
た
秋
聲
会
の
発
足
も
、
聴
雨
窓
と
称
す
る
神
田
猿
楽
町
の
竹
冷
宅
で
行
わ
れ
、
長
ら
く
秋
聲
会
の
本
部
と
な
っ
た
の
ち
四
十
一
年
四
月
、
牛
込
東
五
軒
町
十
三
番
地
に
新
築
移
転
し
た
。
盟
友
紅
葉
と
の
関
係
か
ら
、
鏡
花
は
じ
め
門
下
生
と
運
座
で
同
席
す
る
こ
と
も
多
か
っ
た
俳
人
で
あ
る
。
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
庚
子
二
十
八
歳
八
月
二
十
二
日
、
谷
活
東
宅
（
牛
込
区
弁
天
町
二
十
八
番
地
）
で
、
深
更
に
逝
去
し
た
活
東
の
母
の
臨
終
を
斜
汀
と
と
も
に
看
取
り
、
通
夜
で
読
経
を
し
た
。
 典
拠
1
「
芋
俵
（
四
）」
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
三
年
八
月
二
十
八
日
付
三
面
）
秋
の
風
漸
く
凪
き （マ
マ
）、
幽
か
に
蟋
蟀
の
声
す
る
今
、
東
子
は
枕
上
に
あ
り
て
母
君
が
臨
終
の
清
水
ま
ゐ
ら
せ
居
れ
り
、
我
は
涙
な
が
ら
立
上
り
て
、
仏
壇
に
燈
明
を
捧
げ
つ
、
夜
の
秋
を
消
さ
し
と
油
つ
ぐ
灯
斜
汀
綻
た
え
給
ひ
た
る
は
廿
二
日
の
夜
、
三
更
近
く
、
一
し
き
り
蟋
蟀
啼
い
て
星
く
ら
し
同
未
だ
残
暑
の
去
り
や
ら
ね
ば
、
集
り
て
秋
の
蚊
は
ら
ふ
涙
か
な
同
其
夜
声
絶
え
て
蟋
蟀
か
な
し
庵
の
秋
活
東
亡
き
母
の
枕
辺
に
、
鏡
花
兄
が
読
経
の
声
澄
み
て
、
通
夜
の
一
座
静
ま
り
け
れ
ば
、
音
の
鉦
の
た
え
間
に
き
く
や
露
の
音
同
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 典
拠
2
「
華
実
集
（
四
）」
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
三
年
五
月
九
日
付
三
面
）
投
吟
募
集
牛
込
区
弁
天
町
二
十
八
番
地
／
谷
活
東
宛
 注
記

谷
活
東
（
本
名
隼
雄
、
ま
た
平
治
と
も
。
明
治
十
年
生
れ
）
は
、
尾
崎
紅
葉
に
入
門
、
新
体
詩
、
小
説
を
発
表
し
た
が
、
俳
句
を
も
っ
と
も
良
く
し
た
。
国
学
院
に
学
ん
だ
こ
と
も
あ
り
、
与
謝
野
鉄
幹
、
木
村
鷹
太
郎
、
栗
島
狭
衣
ら
と
交
友
、
の
ち
江
見
水
蔭
の
門
に
出
入
り
し
、
肺
を
病
ん
で
三
十
九
年
一
月
八
日
に
逝
去
、
享
年
三
十
で
あ
っ
た
。
そ
の
生
涯
は
、
没
後
の
柳
川
春
葉
「
活
東
誄
」
（「
新
小
説
」
十
一
年
三
巻
、
明
治
三
十
九
年
三
月
一
日
）
に
詳
し
く
、
鏡
花
作
「
杜
若
」
（
「
新
小
説
」
十
六
年
八
巻
、
明
治
四
十
四
年
八
月
一
日
）
に
も
取
り
入
れ
ら
れ
た
活
東
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
は
、
「
番
茶
話
」
（
「
時
事
新
報
」
夕
刊
、
大
正
十
一
年
五
月
二
十
三
日
～
三
十
一
日
）
中
の
「
蛙
」
の
章
や
「
遺
稿
」
（
岩
波
書
店
版
『
鏡
花
全
集
』
巻
二
十
四
）
に
も
記
さ
れ
て
い
る
。
活
東
の
遺
文
「
七
夕
の
夜
」
（
「
新
小
説
」
十
一
年
八
巻
、
明
治
三
十
九
年
八
月
一
日
）
の
冒
頭
に
は
、
「
牛
込
弁
天
町
に
住
ん
で
居
た
時
分
の
事
で
あ
る
、
毎
夜
の
様
に
南
榎
町
の
泉
氏
の
処
へ
遊
び
に
行 い
つて
、
遅
い
時
に
は
一
時
二
時
、
夜
の
短
い
頃
な
ど
は
、
帰
る
と
直
ぐ
鶏
が
鳴
い
た
事
も
有
つ
た
。
」
と
あ
り
、
典
拠
1、
ま
た
前
項
の
竹
冷
へ
の
見
舞
句
と
併
せ
、
斜
汀
と
も
ど
も
三
者
の
南
榎
町
時
代
の
交
友
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
後
、
「
東
京
朝
日
新
聞
」
の
「
投
吟
募
集
」
の
宛
先
を
見
る
と
、
活
東
は
「
牛
込
区
早
稲
田
南
町
十
九
番
地
」
（
明
治
三
十
四
年
一
月
十
二
日
付
三
面
）、
さ
ら
に
「
牛
込
区
袋
町
十
二
小
原
方
」
（
同
年
五
月
九
日
付
同
）
へ
と
転
居
し
て
い
る
こ
と
が
判
る
。
明
治
三
十
三
年
（
一
九
〇
〇
）
庚
子
二
十
八
歳
十
月
十
三
日
夕
刻
か
ら
横
寺
町
紅
葉
宅
の
二
階
で
句
会
が
あ
り
、
紅
葉
、
鏡
花
の
ほ
か
、
斜
汀
、
大
田
南
岳
、
瀧
川
愚
佛
、
谷
活
東
、
野
崎
柴
兮
、
藤
井
紫
明
、
星
野
麦
人
が
参
集
、
翌
日
明
方
に
散
会
し
た
。
 典
拠

大
田
南
岳
「
俳
諧
丑
満
」
（「
活
文
壇
」
三
巻
二
号
、
明
治
三
十
三
年
十
二
月
一
日
）
俳
諧
に
夜
更
し
て
、
帰
る
道
す
が
ら
の
、
晋
子
が
奇
行
は
い
ざ
知
ら
ず
お
し
な
べ
て
昼
よ
り
は
、
身
に
し
む
も
の
ぞ
か
し
、
神
無
月
十
三
日
の
黄
昏
よ
り
、
十
千
万
堂
の
樓
上
に
集
ま
る
も
の
、
愚
佛
、
鏡
花
、
柴
兮
、
麦
人
、
活
東
、
紫
明
、
斜
汀
、
と
主
人
紅
葉
氏
と
我
と
を
併
せ
て
九
人
紫
壇
［
檀
］
の
大
机
を
囲
み
て
、
句
案
半
夜
に
到
る
、
其
間
席
に
人
な
き
が
如
く
、
只
折
々
苦
吟
の
溜
息
を
聞
く
の
み
な
り
、
十
二
時
に
ひ
と
先
づ
、
吟
詠
を
罷
め
て
よ
り
、
高
談
快
話
は
起
れ
り
、（
…
）
や
が
て
設
け
の
宴
は
開
か
れ
ぬ
、
一
汁
二
菜
に
盃
を
交
へ
て
、
一
座
の
顔
色
既
に
春
な
る
時
、
紅
葉
氏
酔
に
乗
じ
て
、
画
箋
紙
を
展
べ
、
座
側
の
麦
人
子
を
顧
み
つ
ゝ
麦
人
に
化
け
し
夜
寒
の
狸
か
な
と
、
悪
口
一
番
、
笑
声
の
未
だ
止
ま
ざ
る
に
、
朱
買
臣
は
書
を
読
み
柴
兮
は
句
を
案
ず
文
台
や
霜
の
薪
の
五
十
尺
と
、
や
つ
て
の
け
た
る
筆
跡
の
、
ゆ
か （マ
マ
）み
勝
な
る
に
、
墨
の
に
じ
み
た
る
な
か

に
面
白
く
見
え
き
、
活
東
子
貧
居
士
が
梅
を
妻
と
は
我
慢
々
出
て
ゝ
々
奇
な
り
、
罵
泉
兄
弟
花
下
に
残
す
曾
我
殿
原
の
虱
か
な
（
…
）
と
か
く
し
て
丑
満
も
過
ぎ
て
、
明
方
近
く
な
り
け
れ
は
、
散
会
せ
ん
と
て
、
愚
佛
氏
先
づ
去
り
、
続
い
て
一
同
門
に
出
づ
れ
は
、
（
…
）
隣
の
鶏
は
早
や
二
番
の
時
を
告
る
な
り
け
り
、
長
き
夜
や
廓
を
帰
り
の
白
鼠
（
完
）
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 注
記

右
「
俳
諧
丑
満
」
は
、
紅
葉
の
即
興
句
を
紹
介
す
る
文
ゆ
え
、
初
出
後
に
「
卯
杖
」
第
五
巻
第
二
号
（
明
治
四
十
年
二
月
五
日
）
に
再
掲
さ
れ
、
『
紅
葉
句
帳
』
（
文
祿
堂
、
同
年
四
月
八
日
）
に
も
収
め
ら
れ
た
。
著
者
大
田
南
岳
に
つ
い
て
は
、
平
凡
社
版
『
新
大
人
名
辞
典
』
（
第
六
巻
、
昭
和
十
三
年
十
月
三
十
一
日
）
が
最
も
詳
し
い
の
で
、
左
に
全
文
を
引
用
す
る
。
明
治
時
代
の
俳
人
に
し
て
、
画
家
。
明
治
六
年
東
京
に
生
る
。
名
は
享
、
蜀
山
人
大
田
南
畝
の
裔
に
し
て
杏
花
園
と
号
し
、
俳
諧
、
画
、
篆
刻
、
釣
魚
、
大
弓
、
義
太
夫
な
ど
趣
味
広
く
い
づ
れ
も
堂
に
入
つ
て
ゐ
た
。
青
年
時
代
下
條
桂
谷
に
画
技
を
修
め
、
の
ち
尾
崎
紅
葉
に
親
炙
し
星
野
麦
人
と
は
親
密
な
間
柄
で
あ
つ
た
。
性
格
極
め
て
飄
逸
で
辺
幅
を
修
め
ず
、
功
利
の
外
に
超
然
と
し
た
其
の
一
生
は
奇
行
逸
話
の
連
環
の
如
き
観
が
あ
る
。
晩
年
胃
を
病
み
療
養
の
為
四
谷
か
ら
市
川
に
移
り
、
釣
魚
三
昧
の
生
活
を
し
て
ゐ
た
が
、
大
正
六
年
七
月
十
三
日
没
し
た
。
年
四
十
五
。
墓
所
は
小
石
川
原
町
本
念
寺
の
南
畝
の
墓
に
隣
し
て
ゐ
る
。
江
見
水
蔭
（
『
自
己
中
心
明
治
文
壇
史
』
博
文
館
、
昭
和
二
年
十
月
二
十
八
日
）
に
よ
れ
ば
、
そ
の
死
は
「
市
川
で
愛
児
の
死
を
救
は
ん
と
し
て
、
共
に
一
命
を
失
つ
た
」
も
の
と
い
う
。
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
辛
丑
二
十
九
歳
三
月
二
十
日
午
後
、
尾
崎
紅
葉
は
春
陽
堂
の
需
め
に
よ
り
、
鏡
花
作
『
通
夜
物
語
』
（
四
月
十
九
日
刊
）
の
題
簽
を
書
し
た
。

典
拠

尾
崎
紅
葉
「
十
千
万
堂
日
録
」
の
明
治
三
十
四
年
三
月
の
項
（
岩
波
書
店
版
『
紅
葉
全
集
』
十
一
巻
、
平
成
七
年
一
月
二
十
六
日
）
廿
日
快
晴
。
暖
。
正
午
起
。
微
震
あ
り
。
文
科
大
学
池
田
氏
来
る
。
春
陽
堂
来
る
（
通
夜
物
語
に
題
簽
す
）。
 注
記

鏡
花
作
単
行
本
の
題
字
は
、
『
な
に
か
し
』
（
明
治
二
十
八
年
四
月
二
十
四
日
）
以
降
の
春
陽
堂
刊
行
本
を
見
る
と
、
『
照
葉
狂
言
』
を
除
い
て
、
紅
葉
筆
と
思
わ
れ
る
行
書
体
の
文
字
が
多
い
が
、
現
在
確
認
で
き
る
も
の
は
た
ま
た
ま
「
十
千
万
堂
日
録
」
に
記
さ
れ
た
『
通
夜
物
語
』
の
み
で
あ
る
。
明
治
三
十
四
年
（
一
九
〇
一
）
辛
丑
二
十
九
歳
十
月
こ
の
月
二
日
か
ら
始
ま
っ
た
明
治
座
の
二
番
目
狂
言
「
水
澤
潟
晴
着
唐
犬
み
ず
の
お
も
だ
か
は
れ
ぎ
の
と
う
け
ん」
と
、
十
四
日
以
降
に
開
盛
座
の
昼
興
行
「
枕
獅
子
」
の
そ
れ
ぞ
れ
を
観
に
行
き
（
日
不
明
。
二
十
五
日
以
前
）、
観
劇
を
笹
川
臨
風
に
報
告
し
た
。
 典
拠
1
笹
川
臨
風
宛
書
簡
（
明
治
三
十
四
年
十
月
二
十
五
日
付
。
岩
波
書
店
版
『
鏡
花
全
集
』
別
巻
、
昭
和
五
十
一
年
三
月
二
十
六
日
）
先
日
は
遊
伝
御
送
り
下
さ
れ
、
あ
り
が
た
く
早
速
拝
見
と
存
じ
候
と
こ
ろ
（
…
）
や
う

一
昨
夜
拝
読
、
こ
の
あ
ひ
だ
明
治
座
に
て
左
団
次
の
唐
犬
と
源
之
助
の
姉
御
を
見
、
其
の
ち
久
女
八
の
枕
獅
子
に
て
遊
女
の
姿
を
見
候
目
に
は
感
一
層
、
失
礼
な
が
ら
い
ろ
の
つ
も
り
に
て
寐
乍
ら
し
み

゛
長
き
夜
の
あ
く
る
を
覚
え
ず
相
楽
み
申
候
、
 典
拠
2
「
興
行
一
覧
」
（「
歌
舞
伎
」
十
八
号
、
明
治
三
十
四
年
十
一
月
一
日
）
▲
明
治
座
（
十
月
二
日
）
「
源
三
位
頼
政
」
「
水
澤
潟
晴
着
唐
犬
」
左
団
次
、
権
十
郎
、
小
団
次
、
米
蔵
、
寿
美
蔵
、
源
之
助
、
荒
次
郎
、
升
若
、
莚
升
、
訥
升
、
莚
女
、
成
太
郎
（
…
）
▲
開
盛
座
（
十
月
十
日
夜
）「
旧
幕
臣
」
中
野
（
十
月
中
旬
昼
）「
傾
城
鏡
山
」「
女
熊
坂
」
「
枕
獅
子
」
九
女
八
、
紀
久
八
 典
拠
3
「
楽
屋
す
ゞ
め
」
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
四
年
十
月
十
一
日
付
五
面
）
▲
開
盛
座
は
九
女
八
一
座
に
て
来
る
十
四
日
開
場
狂
言
は
一
番
目
「
傾
城
加
賀
見
山
」
中
幕
「
伊
勢
三
郎
」
大
切
所
作
事
「
枕
獅
子
」
に
て
九
女
八
は
久
々
に
て
立
役
を
勤
む
る
と
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 典
拠
4
「
楽
屋
す
ゞ
め
」
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
四
年
十
月
十
三
日
付
四
面
）
▲
開
盛
座
昼
の
部
九
女
八
一
座
の
狂
言
は
既
記
の
如
く
一
番
目
「
傾
城
加
賀
見
山
」
五
幕
、
二
番
目
「
女
熊
坂
」
軽
井
駅
よ
り
伊
勢
三
郎
住
居
ま
で
二
幕
、
大
切
所
作
事
「
枕
獅
子
」
に
て
役
割
は
伊
勢
三
郎
、
女
房
お
か
つ
、
女
獅
子
の
精
（
九
女
八
）
新
造
初
菊
（
紀
久
八
）
（
…
）
女
蝶
の
精
（
久
女
枝
）
 典
拠
5
「
楽
屋
す
ゞ
め
」
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
明
治
三
十
四
年
十
月
二
十
日
付
四
面
）
▲
開
盛
座
の
九
女
八
一
座
は
女
熊
阪 （マ
マ
）と
枕
獅
子
が
呼
物
と
な
り
是
亦
売
切
の
好
況
な
り
と
い
ふ
 注
記

二
十
五
日
の
書
簡
に
つ
い
て
は
記
載
ず
み
だ
が
、
あ
る
程
度
日
付
の
限
定
で
き
る
内
容
を
補
足
し
た
。
田
村
成
義
編
『
続
続
歌
舞
伎
年
代
記
』
（
市
村
座
、
大
正
十
一
年
十
一
月
八
日
）
に
よ
れ
ば
、
市
川
小
団
次
は
町
奉
行
中
山
勘
解
由
と
町
奴
唐
犬
権
兵
衛
、
澤
村
源
之
助
は
三
浦
屋
小
紫
太
夫
と
唐
犬
女
房
お
こ
う
、
を
そ
れ
ぞ
れ
演
じ
た
こ
と
が
判
る
が
、
開
盛
座
の
興
行
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
典
拠
2に
掲
げ
た
「
歌
舞
伎
」
第
十
八
号
に
は
、
三
木
竹
二
、
臨
川
夢
人
、
白
井
真
如
、
鏑
木
清
方
、
伊
原
青
々
園
の
「
明
治
座
合
評
」
が
載
っ
て
い
る
。
開
盛
座
の
興
行
を
詳
し
く
伝
え
る
の
は
典
拠
3～
5「
東
京
朝
日
新
聞
」
の
「
楽
屋
す
ゞ
め
」
欄
で
、
九
女
八
の
「
女
熊
坂
」
「
枕
獅
子
」
は
相
当
な
好
評
で
あ
っ
た
こ
と
が
判
る
。
同
紙
に
は
、
東
帰
坊
（
幸
堂
得
知
）
の
「
開
盛
座
劇
評
」
（
明
治
三
十
四
年
十
月
二
十
七
日
付
五
面
）、
「
開
盛
座
所
作
事
の
評
」
（
同
三
十
日
付
同
）
の
細
評
も
載
っ
て
い
る
。
源
之
助
、
九
女
八
と
も
に
鏡
花
が
贔
屓
と
す
る
役
者
で
あ
り
、
と
り
わ
け
九
女
八
は
前
年
三
十
三
年
六
月
発
表
「
月
下
園
」
の
市
川
満
寿
美
の
モ
デ
ル
と
目
さ
れ
、
次
項
明
治
三
十
五
年
十
月
に
も
あ
る
よ
う
に
、
両
者
の
接
触
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
壬
寅
三
十
歳
十
月
こ
の
月
十
三
日
よ
り
新
富
座
で
上
演
の
「
三
十
三
間
堂
棟
由
来
」
で
「
お
り
う
」
役
を
す
る
市
川
九
女
八
か
ら
演
出
の
助
言
を
求
め
ら
れ
た
。
こ
の
内
容
に
つ
き
、
翌
月
の
「
文
籔
」
寅
之
十
号
（
十
日
発
行
）
に
「
柳
の
お
り
う
に
就
て
」
を
載
せ
た
。

典
拠
1
「
柳
の
お
り
う
に
就
て
」
（
「
文
籔
」
寅
之
十
号
、
明
治
三
十
五
年
十
一
月
十
日
。
春
陽
堂
版
『
鏡
花
全
集
』
巻
十
五
、
昭
和
二
年
七
月
二
日
）
＊
引
用
は
初
出
。
先
頃
園
部
君
が
見
え
て
の
話
に
、
今
度
新
富
座
で
九
女
八
が
柳
の
お
り
う
を
演
ず
る
に
就
き
、
同
優
が
種 い
ろ々
苦
心
し
て
、
初
手
の
別 わ
か
れは
工
夫
が
着
い
た
が
、
二
度
目
の
出
と
引
込
と
が
、
一
体
脚 す
色 ぢ
は
幽
霊
で
無
い
の
だ
か
ら
、
今
ま
で
の
や
う
に
す
つ
ぽ
ん
へ
消
え
た
り
、
宙
釣
に
成
つ
た
り
、
焼
酎
火
を
燃
し
た
り
し
た
く
な
い
、
外
に
考 か
ん案 が
へは
有
る
ま
い
か
と
の
事
。
 典
拠
2
「
芝
居
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
三
十
五
年
十
月
七
日
付
四
面
）
◎
新
富
座
は
一
番
目
『
関
東
名
物
男
達
鑑
』
三
幕
、
中
幕
『
琵
琶
の
景
清
』
二
番
目
『
朝
顔
日
記
』
と
極
り
今
回
は
青
年
一
座
と
い
ふ
名
目
に
て
九
女
八
、
玉
三
郎
、
華
翠
の
三
女
優
は
補
助
の
肩
書
に
て
加
入
し
よ
明
日
よ
り
稽
古
に
取
か
る
筈
 典
拠
3
「
芝
居
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
三
十
五
年
十
月
九
日
付
四
面
）
◎
新
富
座
の
初
日
は
明
後
十
一
日
と
極
り
一
番
目
「
関
東
名
物
男
達
鑑
」
三
幕
中
幕
「
琵
琶
名
所
月
景
清
」
に
て
二
番
目
は
変
更
し
て
「
卅
三
間
堂
棟
由
来
」
二
幕
と
据 す
わり
役
割
も
左
の
如
く
差
変
り
た
り
検
校
千
寿
実
は
景
清
、
女
房
お
り
う
（
九
女
八
）（
…
）
▲
仕
丁
（
華
翠
、
時
次
郎
）
 典
拠
4
「
芝
居
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
三
十
五
年
十
月
十
三
日
付
三
面
）
新
富
座
は
本
日
初
日
と
決
し
午
前
十
一
時
開
場
 典
拠
5
「
芝
居
」
（「
読
売
新
聞
」
明
治
三
十
五
年
十
月
十
四
日
付
四
面
）
◎
新
富
座
は
一
昨
日
開
場
の
筈
な
り
し
が
大
道
具
手
廻
ら
ず
昨
日
午
後
蓋
を
開
け
た
り
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 典
拠
6
「
梨
園
し
ば
ゐ
叢
話
だ
よ
り
」
（「
都
新
聞
」
明
治
三
十
五
年
十
月
十
七
日
付
三
面
）
▲
新 ・
富 ・
座 ・
は
九
女
八
の
柳
が
評
判
よ
く
昨
今
各
連
中
の
見
物
多
く
好
景
気
な
り
と
 注
記

興
行
の
経
過
を
伝
え
る
た
め
典
拠
の
引
用
が
多
く
な
っ
た
が
、
「
読
売
新
聞
」
の
「
芝
居
」
欄
の
報
が
最
も
詳
し
い
。
当
初
二
番
目
狂
言
は
「
朝
顔
日
記
」
で
あ
っ
た
の
を
「
三
十
三
間
堂
棟
由
来
」
に
差
替
え
た
こ
と
が
判
る
。
お
そ
ら
く
、
青
年
俳
優
の
一
座
に
女
優
の
補
助
で
は
演
目
を
持
ち
切
れ
な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
典
拠
6の
九
女
八
演
ず
る
お
柳
の
好
評
は
、
同
日
「
東
京
日
日
新
聞
」
の
「
演
芸
界
」
欄
（
四
面
）
で
も
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
前
項
に
も
記
し
た
と
お
り
、
市
川
九
女
八
は
鏡
花
作
「
月
下
園
」
（
三
井
呉
服
店
「
夏
模
様
」
明
治
三
十
三
年
六
月
二
十
一
日
）
の
女
優
市
川
満
寿
美
の
モ
デ
ル
に
擬
せ
ら
れ
て
い
る
。
本
名
を
守
住
け
い
、
俳
名
を
依
田
学
海
よ
り
与
え
ら
れ
て
「
月
華
」
と
い
い
、
上
野
桜
木
町
に
住
い
し
、「
月
下
園
」
の
名
が
九
女
八
の
俳
号
に
も
と
づ
く
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
弦
巻
克
二
「
鏡
花
の
描
く
「
女
優
」
」
（
奈
良
女
子
大
学
「
叙
説
」
三
十
一
号
、
平
成
十
五
年
二
月
一
日
）
で
は
、
右
に
加
え
、
月
下
園
の
モ
デ
ル
を
、
根
岸
の
鶯
花
園
で
は
な
い
か
と
し
、
こ
れ
を
明
治
二
十
七
年
に
譲
り
受
け
て
い
た
千
歳
米
坡
を
市
川
満
寿
美
の
素
材
に
想
定
し
て
い
る
。
素
材
の
探
索
は
今
後
の
課
題
だ
が
、
「
月
下
園
」
発
表
の
二
年
後
に
は
、
九
女
八
と
の
交
流
が
確
か
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
後
年
長
谷
川
時
雨
の
「
春
帯
記
＝
明
治
大
正
女
性
抄
＝
」
の
う
ち
に
「
市
川
九
女
八
」
（「
東
京
朝
日
新
聞
」
昭
和
十
二
年
二
十
三
日
～
三
十
日
七
回
連
載
）
が
あ
っ
て
そ
の
生
涯
を
伝
え
る
。
［
付
記
］
紙
幅
の
関
係
か
ら
、
以
後
は
続
稿
と
し
た
い
。
誤
記
の
訂
正
、
資
料
の
調
査
に
関
し
て
は
、
須
田
千
里
氏
、
国
立
国
会
図
書
館
、
日
本
近
代
文
学
館
、
本
学
図
書
館
近
代
文
庫
の
お
世
話
に
な
っ
た
。
記
し
て
深
謝
し
た
い
。
（
よ
し
だ
ま
さ
し
日
本
語
日
本
文
学
科
）
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